
 

 
 

 

 

 

 

令和４年度第２回江別市未来型政策検討委員会 
 

 

 

会 議 録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１０月２７日（木） 

江別市民会館 ３７号室 

 

 

江別市未来型政策検討委員会事務局 

（江別市企画政策部デジタル政策室） 



 

目  次 

 

 

１．開会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

２．議事 

 （１）江別市ＤＸ推進方針（仮称）について 

 

   ア 江別市ＤＸ推進方針（仮称）の策定・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

   イ 市の取組状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

     

   ウ 市の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

 （２）デジタル田園都市国家構想推進交付金に係る進捗状況について・・・１３ 

 

３．その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

４．閉会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 - 1 - 

令和４年度第２回江別市未来型政策検討委員会 

 

 

１．日 時 令和４年１０月２７日（木） 午後１５時３０分～午後１７時００分 

 

２．場 所 江別市民会館 ３７号室 

 

３．出席者 江別市未来型政策検討委員１１名、江別市８名（事務局含む） 

 

江別市未来型政策検討委員会 
（◎委員長） 

 江 別 市（事 務 局） 

番号 氏  名 所 属  番号 氏  名 所 属 

1 北川 裕治 江別商工会議所  1 川上部長 企画政策部 

2 龍田 昌樹 
江別工業団地協同

組合 
 2 伊藤次長 企画政策部 

3 布施 望 道央農業協同組合  3 堂前室長 
企画政策部 
デジタル政策室 

4 川口 圭太 
江別市社会福祉協

議会 
 4 天明屋参事 

企画政策部 
デジタル政策室 

5 佐藤 誠一 
江別市自治会連絡

協議会 
 5 池田参事 

企画政策部 
デジタル政策室 

6 吉田 光岐 
江別市小中学校長

会 
 6 鈴木主査 

企画政策部 
デジタル政策室 

7 ◎明神 知 北海道情報大学  7 坂口主査 
企画政策部 
デジタル政策室 

8 渡邊 愼哉 札幌学院大学  8 木村主査 
企画政策部 
デジタル政策室 

9 佐藤 和夫 酪農学園大学       

10 鈴木 秀明 市民公募     

11 干野 里佳 市民公募     

出席 １１ 名  出席 ８ 名 

※江別市ＰＴＡ連合会 長谷川 伸委員、北翔大学 浅井 貴也委員は欠席 

 

 

４．傍聴者数 ０名 
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１．開会 

●事務局 

本日は、大変お忙しいところ、お集まりいただきまして、誠にありがとうございま

す。 

それでは、「令和４年度第２回江別市未来型政策検討委員会」を開会いたします。 

江別市ＰＴＡ連合会の長谷川委員、北翔大学の浅井委員は、欠席のご連絡をいただ

いております。 

なお、当会議における各委員の発言内容につきましては、市民参加条例に基づき作

成した議事録を、事前に委員の皆さまにご確認いただいた上で公開することといたし

ますので、予めご了承願います。 

 

２．（１）江別市ＤＸ推進方針（仮称）について 

ア 江別市ＤＸ推進方針（仮称）の策定 

●明神委員長 

 次第に従いまして、議事の『（１）江別市ＤＸ推進方針（仮称）について』の『ア 

江別市ＤＸ推進方針（仮称）の策定』ついて、事務局より説明願います。 

 

●事務局 

 それでは、江別市ＤＸ推進方針（仮称）の策定について、ご説明いたします。 

資料１をご覧願います。 

この資料は、資料の題目にもありますとおり、当市がＤＸ推進方針を策定するに

至った背景などについてまとめたものとなります。 

では、資料１ページをご覧ください。まず、１のデジタル関連の動きについてご説

明いたします。 

資料上段から下段にかけ、国がこれまで示してきた方針や計画をまとめさせていた

だきました。そこには、国が目指すデジタル社会のビジョンや自治体に求められるこ

となどが示されており、自治体が全庁的にＤＸを推進していくには、こうした内容を

踏まえ、全体的な方針を定める必要があるものとされています。 

次のページをお開き願います。 

 資料上段に、国がデジタル社会で目指す具体の姿を記載させていただいております。

また、そのような社会を創り上げる具体策を考える上で、前提となる理念や原則とし

て、どこでもデジタルの恩恵を享受できることや「オープン」「公平」「安全安心」「社

会課題の解決」などが挙げられております。 

これらのことから、デジタル技術を活用することで市民にとって生活の利便性が向

上するよう、当市におけるデジタル化の方向性を示すため、国の重点計画や手順書の

内容を踏まえ、当委員会のご意見を十分に伺いながら、ＤＸ推進方針を策定すること

としたところでありますので、何卒ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

策定までのスケジュールについては資料下段に記載しておりますが、今年度末の方

針策定を目指して取り組んでいければと考えております。 

なお、ＤＸ推進方針の完成イメージとして、旭川市が策定したデジタル化推進方針

の概要版を最後のページに載せさせていただきましたので、参考にご覧願います。 

説明は、以上でございます。 

 

●明神委員長 

 ありがとうございます。只今の説明について、何かご意見・ご質問などございます

でしょうか。 
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●佐藤（誠）委員 

1 点だけ質問したいんですが、誰もがいつでもどこでもデジタルの恩恵を享受と、

いう大切な一文があるんですが、これはあくまでも、市民全体がＷｉ-Ｆｉやタブレッ

トなどが支給されるなり、そういうようなサポートを、そういった体制を整ったこと

を前提に考えていいということどうでしょうか。 

 

●事務局 

市民の皆さまにタブレットなどを配るという具体の内容は決まっていないのです

が、今後、デジタル化を進めていく上で、一つの分野にかかわらず、様々な分野にお

いてデジタル化というのを進めていかないといけないと考えております。そこで、各

年代ですとか、性別ですとか、そういう方にデジタル化の恩恵を享受できるような環

境整備を進めていきたいと考えております。 

 

●渡邊委員 

デジタル社会で目指す６つの姿の中に、誰一人取り残されないデジタル社会の実

現っていうところがあります。ここが非常に大事なところだと思うのですが、誰一人

取り残されない社会を実現するためにどういった方向性で進めていくつもりかをお

伺いしたい。 

 

●事務局 

誰一人取り残されないというところで、今回、江別市の全体方針を皆さま方から意

見を伺いながら策定していくことになります。 

先ほども、お答えさせていただきますけれども、江別市の方向性として、あらゆる

課題や意見をお伺いしながら、幅広い市民の皆さまに恩恵が受けられるような全体方

針というものを策定していきたいと考えております。 

 

●渡邊委員 

誰一人取り残されないデジタル社会を実現するためには、インフラの中に溶け込ま

せるっていうことが非常に大事なんじゃないかなと考えます。つまり、市民が気づか

ないうちにそのデジタルの恩恵を受けているというような社会を実現することが非

常に大事なのではないかと思っております。 

これからこの会議等で、多分そういうところを詰めていくと思いますが、できるだ

けインフラに溶け込ませるような形で実現できればと思っております。 

 

●事務局 

いろいろな視点があると思いますので、ご意見をいただきながら方針の策定を進め

ていきたいと考えております。 

 

●明神委員長 

渡邊委員から溶け込ませるというキーワードが出ましたけども、これは難しい課題

です。ＩＴとかデジタルというと、高齢者にしても若者にしても非常に難しいものに

なっていまして、これをどのように溶け込ませるかについては、色々なやり方あると

思います。非常に良いキーワードだと思いますので、色々と研究していただければと

思います。 
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●鈴木委員 

先ほどと同じくデジタル社会で目指す６つの姿の中にデジタル化による成長戦略

とあります。これから煮詰めるのだと思うのですけれども、成長といっても経済的な

成長なのか人口的な成長なのか、その辺は特にこだわらずこれから議論を深めていく

ことでよろしいでしょうか。 

 

●事務局 

デジタル化による成長戦略についてですが、国では様々な価値ですとか競争力の源

泉であるデータの活用により、あらゆる産業のデジタル化を推進していくことで、国

民一人一人のニーズやライフスタイルに合ったサービスを提供する豊かな社会を実

現するということを示しております。 

全体方針を策定する上では、こういった国の動きも視点に入れながら策定していき

たいと考えております。 

 

●明神委員長 

この６つの姿というのは国の姿ですので、少し自治体では違うかもしれませんけれ

ども、産業の成長というのは同じだと思うのでぜひ進めていただき、攻めの成長戦略

というか、そういった方向にもぜひ取り組んでいただきたいなと思います。 

 他にございませんか。 

 

●龍田委員 

私もその６つの姿の中で、一つだけ質問したいことがございます。②の医療・教育・

防災については何となくイメージがつくのですが、“こども”というのは、どういっ

たものを指していらっしゃるのかがちょっと理解出来なかったので、教えていただけ

ればと思います。 

 

●事務局 

“こども”の部分ですけれども、例えば保育に関わるデジタル化というところを想

定しているのではないかと考えております  

 

●干野委員 

デジタル社会で目指す６つの姿の中にデジタル人材の育成確保というのがござい

ますけれども、このデジタル人材というのは、どういった人材を想定しているのか、

大まかなところでいいので教えていただけますでしょうか。 

 

●事務局 

まずはライフステージに応じたそれぞれのデジタル化に資する取組がございます

ので、そういったデジタル化の取組に対応できるよう自治体内部の人材育成を進めて

いく必要がございます。 

また、これからデジタルな社会を進めていく上で、国は、デジタル機器・サービス

に不慣れな方に対し、それらの利活用をサポートする取組としてデジタル活用支援員

の育成なども行っていることから、当市においても、その流れに沿って市民が主体と

なってデジタル化を推進することができる人材育成もしていきたいと考えてござい

ます。 
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●明神委員長 

似た言葉でＩＴ人材というのがありましたけども、最近のデジタル技術というのは

特にＡＩ、ビッグデータやＩｏＴなどがございます。特にＤＸなんていうと、トラン

スフォーメーションということで少し大きなテーマにもなってくるかと思います。  

先ほど、溶け込むというお話ありましたけど、デザイン思考や人間中心に考えるな

ど、ＵＩやＵＸなど手法はいろいろございますので、市民を置いてきぼりにしないＩ

Ｔ化、デジタル化というのを目指して、そういったデジタル人材を育成するといいか

もしれませんね。 

 

●明神委員長 

ほかに何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

これは国が目指す６つの姿なので、こういったことを飲み込んで江別市としてどう

していくかをこれから考えていただくということかと思いますのでよろしくお願い

します。 

 

２．（１）江別市ＤＸ推進方針（仮称）について 

イ 市の取組状況 

●明神委員長 

 それでは、次に移りたいと思います。 

『イ 市の取組状況』について、事務局より説明願います。 

 

●事務局 

 それでは、市の取組状況について、ご説明いたします。 

この資料は、当市において、すでにデジタル化の導入が進んでいる分野がございま

すので、今後の推進方針の検討に際しての参考として、その一部をご紹介したいと思

います。 

それでは、資料２の１ページをご覧ください。 

子育て分野における保育ＩＣＴシステムの導入について、ご説明いたします。 

これまで保育士は、日誌等の作成業務や登降園管理を手作業で行っており、また、

保護者は欠席や遅刻の連絡を電話で行っておりました。 

しかし、当該システムが導入されることにより、保育士が行う業務の一部がシステ

ム化されることから保育士業務の省力化・効率化が図られます。また、保護者と園の

やり取りがデジタル化することにより、保護者の美々の園利用における利便性が向上

することに繋がります。 

なお、当該業務支援ツールは、今年度中に導入予定となっております。 

次に、２ページをご覧ください。行政手続のオンライン化について、ご説明いたし

ます。 

国では、デジタル化による利便性の向上を市民が早期に享受できるよう、令和４年

度末までに、子育てや介護などに関する一部の手続き、資料下段の２７手続について、

マイナンバーカードを用いてオンライン申請を可能にすることとしていることから、

現在、オンライン手続が可能となるよう準備を進めているところであります。 

 なお、こうしたオンライン手続については、住民の負担軽減にも繋がることから、

徐々に手続き数を拡大していく予定であります。 

 次に３ページをご覧願います。 

 教育分野におけるＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ機器等の活用についてご

説明いたします。 
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 ＧＩＧＡスクール構想とは、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に

個別最適化された学びを実現するため、資質・能力を一層確実に育成できるＩＣＴ 環

境を早期に整備するといったものでございます。 

 こうした状況の中、当市では、令和２年度より、指導者用・学習者用タブレット端

末を全校の生徒・教員に整備、多機能大型ディスプレイや指導者用デジタル教科書を

導入するなどし、ＩＣＴ環境の整備を進めてまいりました。 

 次に、４ページをご覧願います。 

ここでは、ＩＣＴ機器を効果的に活用した事例を何点か載せさせていただいており

ます。 

ＩＣＴ機器を活用することで、受けとる、思考する、交流する、発信する力を身に

付けるため、文書編集やプレゼンテーションなどの問題発見・課題解決力、協働学習

等をとおして、子ども同士が教え合い、学び合う力を育むことが期待されます。 

 説明は、以上でございます。 

 

●明神委員長 

 ありがとうございます。只今の説明について、何かご意見・ご質問などございます

でしょうか。 

 

●川口委員 

今回いろんな機器を使ってＩＣＴ化を進めていくということですけども、最初の資

料に誰一人取り残されないという文言がありました。例えば、こういう機器を使う上

で、視覚障がい者の方などもいると思うのですが、そういう方々への対応としてどの

ようなことを考えていらっしゃいますでしょうか。 

 

●事務局 

必要に応じて説明会などを実施し、障がいのある方にも使用していただけるような

システムや環境整備などを検討してまいりたいと考えております。 

 

●渡邊委員 

１ページ目の子育てのところですけれども、この中に期待される効果というところ

があって、何か効率化が中心に書かれていますが、子供の安全といいますか、そういっ

た部分も少し強調したほうが良いと思います。 

つまり、ＩＣＴ化されることによって、この間もバスに取り残された子どもがいた

というニュースがありましたが、そのような事故を無くせることが実現できると思い

ます。そういう意味で、効率化だけではなくて、子どもの安全にも寄与するというよ

うな表現も入れたほうがいいかなと思いました。 

 

●事務局 

委員からいただいたご意見について、方針を策定する上で、そういった視点も入れ

ていきたいと考えております。 

 

●明神委員長 

子育て支援については評価されてる江別市ですので、子供の見守りなどを強化して

いくようなことにしていただくといいかもしれません。みんなで子どもを守るという

か、そういうようなことも考えていくべきだと思います。 

ほかに何かございますでしょうか。 
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●鈴木委員 

様々な機器類を見せていただきました。一方でこれを運用する人の面についてもう

少し強調したらいいと思います。例えば、最初の保育ですと、市民側がうまく活用で

きるのかどうか。行政サービスも同じです。三つ目のＧＩＧＡスクールに関しては、

利用者が子供だけではなくそれを指導する教員が、しっかりこういった機器類に対応

できるのかという視点について、こういった資料に説明があると市民として安心でき

ると感じました。 

 

●事務局 

デジタル化は人材の話もございますので、方針を策定する上で、そのような視点に

ついても検討していきたいと考えております。 

 

●鈴木委員 

もう 1点。このＧＩＧＡスクールについて誰一人取り残すことなくというところで

すけども、これはデジタル庁が掲げた内容ということは承知していますが、一個人と

して、取り残さないレベル感がもう少しはっきり分かるとうれしいと思います。 

例えば、同じ子供であっても、学校だけではなく家庭や放課後のスクールなどで、

独自学習するようになるとその差にばらつきが出たり、あるいは、子供だけではなく

大人もこういったデジタルスキルというのを磨かなければならないという考えがあ

ると思います。   

誰一人取り残すことなくという、そのレベル感が、ある人に関してはかなり高度だ

けれどもある人はそこそこ、また、そのそこそこで十分なのかというところがちょっ

と気になった点です。 

 

●事務局 

ＧＩＧＡスクール構想の推進については、教育委員会が所管となって進めておりま

すが、各児童生徒のいろいろなＩＣＴ機器の活用レベルについては、まだばらつきが

あると考えております。各小中学校においてそういったばらつきがでないよう、昨年

度江別市教育情報化ガイドラインを策定し教育委員会の中でもそれに沿って進めて

いると認識しております。 

 

●吉田委員 

今、ＧＩＧＡスクール構想という話がありましたので、学校の様子について少しお

話しさせていただきたいと思います。全児童生徒にタブレットが配布されて、実際に

授業の中でも調べ学習だけでなく、新型コロナが非常に流行している状況の中で、学

級閉鎖などでお休みしている子供たちに対する学びの保障という点で、１人１台端末

を持ち帰って学習の様子や健康観察などタブレットを活用させていただいています。

デジタル教科書やＡＩドリルなども少しずつ導入されてきて、ＡＩドリルについては、

家庭学習と絡められるということで、今その選定を各学校で行っており、より一層学

習の効率化を図るために活用させていただいています。 

また、意外と子どもたちのほうが理解が早く、大人よりも早いです。私たちが指導

する以上に、子どもたちは技術をどんどん学んでいるところであります。逆に、今、

ご心配いただいている先生方の指導面ですが、やはり技術的なところで研修をしっか

りしていかないと、正しい指導のもとで子どもたちが学びを進めていくができません。

一部の先生が出来て一部の先生出来ないとい訳にはやっぱりいきません。 

これから小中一貫教育をこれから進めていくのですが、ある学校では進んでいるが
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こっちの学校では進んでない、二つの小学校から上がってきた中学校に入学した子に、

タブレットの使い方に差があるということがないように、平準化を進めることも大事

かなと思います。現在も小中学校、それから近隣校同士でも情報交換しながら、指導

の仕方をそろえるなど、先生方のスキルアップのための研修の充実化については重点

化を図って進めてるとこであります。 

情報提供ということで、少しお話しさせていただきました。 

 

●明神委員長 

非常にご苦労されてると思いますけれども、私も事務局との打合せでそういう先生

の負担が非常に増えるのではないかというお話をさせていただきました。そういった

先生方にどういった支援があるのかというと、サポーターが巡回しているというお話

を聞きました。これは３名ということですけども、本当にその３名で十分かどうかと

いうのはよくわかりませんが、市民の中にもＩＴに強い方もおられるので、そういう

ボランティアなんかも活用するなどして、あるいは大学にもそういうことに興味もあ

る方もおりますので、そういう交流なども含めて、広く支えていくという仕組みを考

えていく必要があるかなと思います。 

ボランティアであればボランティアポイント、除雪などをやってもらえると除雪ポ

イントなどがあったり、江別市の中で何かをするとポイントがもらえるみたいなこと

を考えてもいいかなと思います。 

とにかく、自分たちあるいは教員だけで頑張るというのは限界がありますので、皆

さんで支えるというふうにしていただければと思います。 

ほかに何かございますでしょうか。 

 

●干野委員 

デジタルというのは電気がないと駄目だと思いますので、災害時のときの対策や訓

練などの対応や想定などについても言及があると、説明を受ける市民の方の安全や信

頼に繋がると思うのですがいかがでしょうか。 

 

●事務局 

 ご提言ということかと思いますが、災害時の対応も含めたデジタルの活用というこ

ともございます。そうした視点は非常に大事だと考えております。 

全体方針をこれから策定をさせていただくわけですけれども、災害時のそうした視

点、さらには、全体方針策定後もそこで終わりではございませんので、事業の進捗な

どに適宜そういった視点を考慮し進めていかなければいけないと考えております。 

 

●布施委員 

２ページの行政手続について、下の方に２７手続と記載されております。順次拡大

ということですが、今後の見通しについてあればお聞きかせ願います。 

 

●事務局 

今回の２７手続に関しましては、国が示した最低限のものを、まず今年度中に実装

するという形をとっております。記載のとおり、順次拡大予定ということですが、研

究や現場との交渉など課題もございますが、順次拡大していく予定であります。 
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●明神委員長 

ほかに何かございますでしょうか。 

 

《質疑なし》 

 

２．（１）江別市ＤＸ推進方針（仮称）について 

ウ 市の課題 

●明神委員長 

それでは、次に移りたいと思います。 

『ウ 市の課題』について、事務局より説明願います。 

 

●事務局 

それでは、市の課題について、ご説明いたします。 

資料３をご覧ください。 

「１．課題の抽出」についてですが、当委員会におけるＤＸ推進方針検討のための

資料として、当市の現状や他自治体の方針を参考に、現在考えられる主な課題等をま

とめたものであります。 

項目としましては、「(１)地域社会のデジタル化」と「(２)行政のデジタル化」で

分類しており、それぞれの項目において、「市の現状」、それに対応する「具体的なデ

ジタル技術」、導入した際に想定される「効果」、導入した場合の「課題」について、

まとめています。 

本資料に記載されている内容につきましては、様々な課題の中の一部であり、現在

は市役所内部においても、全庁的な課題等についての照会をかけ、結果を取りまとめ

ているところであり、今後、当委員会において、庁内の課題抽出の結果をはじめとし

た様々な課題や、デジタル技術を活用した課題解決の手法などについて、別途検討を

お願いする予定です。 

 次に、資料下段の「２．理想のまちの実現に向けて」についてでありますが、今後

大きく変化していく社会に対応していくためには、庁内・庁外で課題を共有し、地域

社会のＤＸと行政事務のＤＸを両輪で取り組んでいくことが重要であり、順次導入に

向けた検討を進めていけるよう整理していく必要があるとしています。 

 今後の進め方としましては、先ほど申し上げた市役所内部での検討結果と、本日、

みなさまからいただいた意見を踏まえ、次回以降の検討委員会で、改めて課題につい

て、方針の骨子案と共にお示しし、ご意見を伺ってまいりたいと考えており、出来上

がったＤＸ推進方針が、今後の江別市におけるデジタル政策の、方向性を示すものに

なればと考えております。 

 資料３についての説明は、以上になります。 

 

●明神委員長 

 ありがとうございます。只今の説明について、何かご意見・ご質問などございます

でしょうか。 

 

●佐藤（誠）委員 

（１）の地域社会のデジタル化ということで、３つ項目がございますけれども、こ

れはこれで非常にわかります。 

その中で、住民生活の視点で日常の生活に浸透していかないと、全ての方に伝わる

ということはなかなか難しいと思います。そういった意味で、ここに記載の福祉や交



 

 - 10 - 

通、農業に行く前の普段の生活の中に溶け込むような区分、システム開発的なものが

あればありがたいなと思っております。 

 

●事務局 

この資料の中の取組は、あくまで例として挙げさせていただいております。お話い

ただいたその入り口の部分に、誰も取り残さないという基盤がございますので、この

地域社会のデジタル化の一つとして、住民目線の区分というのは入ってこようかなと

思いますので、様々なご意見いただきながら方針を策定していければと考えておりま

す。 

 

●渡邊委員 

（１）の地域社会のデジタル化っていうのは、例というお話ですが、まだまだ行え

る部分はあると思うのですが、雪対策を入れていただければと思います。雪に関して、

やはり江別市特有のものがあると思いますので、そういった部分をＤＸとかデジタル

化で解決できればいいなと思っています。 

 

●事務局 

現在、庁内の中でいろいろな課題を取りまとめておりますが、除雪という視点は出

てくるものと認識しております。 

 

●明神委員長 

恐らく除雪というのは、正面突破で大きな重機を入れるとかそういうこともありま

すけれども、かなり効率的にやろうとすれば、デジタル化を利用してできるかなと思

います。 

どこの部分で困っているかというのを早めに確認し、センサーやドローンなどいろ

んな手段がございますので、そういうものを使って効率的にやるというのも一つの手

だと思います。 

ほかに何かございますでしょうか。 

 

●龍田委員 

この市の課題や前段にあった説明は、多分次のにも繋がっていくと思うのですが、

根本的な質問を 1点だけ。今日答えられなければ次回以降でも構わないですが、農業

のところで書いてある導入への課題というところで通信網の整備というのがありま

す。 

国道を走ると、携帯が対応していれば５Ｇの電波を拾ったりするような場所もござ

いますので、通信インフラに関しては比較的整っているかなとは思っておりますが、

中心部からちょっと外れますと怪しい感じになります。その辺は布施委員の方が承知

されてると思いますけども、そういった中で、もちろんこういうソフトやハードの面

などに対して施策をとっていくというのも大変重要なことだと思いますが、通信イン

フラの整備等が江別全体においてどの程度を確保されているものなのか、また、例え

ば公共施設内での無料Ｗｉ－Ｆｉの使用状況などを含めて、ポンっと舵を右に切った

ときにすぐすんなりと、通信を享受できるのか、今日でなくても構わないので教えて

いただけるとうれしいです。 
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●事務局 

現在、市役所内部でも、公共施設内の無料Ｗｉ－Ｆｉの整備ですとか、そういった

議論も出ておりますが、そういった点について、当委員会等ご意見いただきながら実

施していきたいと考えております。 

また、農業の面でいくと、当然農村地域の通信網の整備というところも、議論とし

て出ております。国からも、農村地域の通信網の整備について補助メニュー等も出て

おりますので、検討しながら進めていきたいと考えております。 

通信インフラの整備状況について、次回以降、資料を提出してほしい旨のご発言が

ございましたが、市内の通信網の整備状況、Ｗｉ－Ｆｉ等の関係について、できる限

り情報を収集させていただきますけれども、現状、市が保有している情報自体がどれ

だけあるのかという部分はなかなか難しい部分もございますので、そうした中、でき

る範囲で提示をさせていただきたいなと考えております。 

 

●明神委員長 

この誰一人取り残さないという意味でも、この通信網、インフラ整備というのは欠

かせないものだと思います。ある国では、国民一人一人がインターネットを利用する

ということが権利として保障されています。そこまではどうかと思いますが、ぜひ、

この整備につきましては、重点的にお願いしたいなと思います。 

ほか何かございますでしょうか。 

 

●佐藤（和）委員 

全体の伝え方の問題として、例えばこの地域社会のデジタル化ですとか、行政のデ

ジタル化という言葉は、我々が聞けば、これはもちろんいい方にしていくための行動

だということが理解できます。江別市のような高齢者がすごく多い街で、これが余り

にバーンと表に出て、誰もがいつでもどこでもデジタルの恩恵を享受とか言われると、

これは受け止め方によっては、デジタル機器を操作出来ないと困るような社会になっ

てしまうのではないかという、そういう恐怖を覚える方も出るんじゃないかなと懸念

いたします。 

これまでのお話を伺っていきますと、例えば、先ほどご紹介いただいた保育士さん

のお話の中であったように、デジタル化を通じた効率化によって、時間が確保されて、

より子どもと向き合うことができるということがありました。こういうデジタルの直

接ではなく、間接的な効果というものもたくさんあると思います。 

その辺りをしっかりと市民の方にうまくお伝えいただければ、市民の方もデジタル

社会という、このテーマをより受入れやすくなるのではないかなと思います。 

 

●事務局 

デジタルに関しては、わかりやすい言葉でわかりやすい説明というのが求められる

と理解しておりますので、難しい言葉を使ったりせずわかりやすい表現を意識してい

きたいなと考えております。 

あとは、直接的ではない間接的な効果というものも市民の方々に伝えれるよう、全

体方針を作成するに当たって意識していきたいと考えております。 

 

●布施委員 

先ほど龍田委員が農業の話に触れていたので、ちょっと一部ですがお話させていた

だきます。 

農業の区分で担い手不足ということがありますが、デジタルを活用するということ
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で、自動操舵トラクターやドローンというものが近年普及しております。そこで、先

ほどの通信網という部分に関連するのですが、位置情報などについて衛星などを通じ

てきっちりできての自動操舵になると思います。今後、役所の議論の中で、どの場所

に設置するのかという議論も出てくると思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

●鈴木委員 

全体的な課題抽出というのは、市ですとか他自治体の方針を参考にということだと

思います。私の率直な感想から申しますと、デジタル化という名前がついております

けれども、デジタルにとどまらない全方位的な視点が必要なため、課題抽出そのもの

が大変なのだろうと思いました。 

一方で、ほかの自治体の事例を見聞きしたところによりますと、市民側が課題を

ピックアップするケースもあるようです。例えば、当市でも一部やっておられると思

いますが、オープンデータを公開して、それを市民や学校に通っているような子ども

たちにデータを使って教育する方法を取り、自らが課題をピックアップするみたいな、

そういった取組も今後求められるのではないかと思います。市として、どこまで考え

ておられるのか、お聞かせいただけますでしょうか。 

 

●事務局 

課題の抽出の件ですけれども、庁内でどんな課題があるか調査をしているところで

ございます。また、市民の方からの課題のピックアップということについては、市民

アンケートを実施しておりますので、そうした回答結果の中からも課題が見えてくる

部分もあろうかと考えております。 

 

●鈴木委員 

オープンデータに関してどうでしょうか。市のホームページを見ますと、ＺＩＰ

データでまとめられている一部のデータですけども、それを他自治体のように、いわ

ゆるＡＰＩと呼ばれる仕組みで、利便性高くプログラムなどで再加工できるような、

そういったプラットフォームを今後用意するとか、そういった計画はおありでしょう

か。 

 

●事務局 

オープンデータの今後の活用方法についてですが、ＺＩＰファイルのままでは展開

がなかなか難しいかと思います。 

デジタル田園都市国家構想推進交付金の利用において、データ連携基盤とそういっ

たデータを連携する必要もございますので、市民の方々あるいは企業の方々が、使い

やすいような仕組みをつくり上げていく必要があると考えているところでございま

す。 

 

●明神委員長 

ほかに何かございますでしょうか。 

 

《質疑なし》 
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２．（２）デジタル田園都市国家構想推進交付金に係る進捗状況について 

●明神委員長 

 それでは、『（２）デジタル田園都市国家構想推進交付金に係る進捗状況について』

事務局より説明願います。 

 

●事務局 

 それでは、デジタル田園都市国家構想推進交付金に係る進捗状況について、ご説明

いたします。 

資料４をご覧ください。 

前回会議でもご説明しましたとおり、当市で提案した生涯健康プラットフォーム推

進事業が、国のデジタル田園都市国家構想推進交付金の採択を受け、現在は、実施事

業者を選定する公募型プロポーザルを実施している状況です。 

１の、これまでの経過でございますが、令和４年６月１７日に「生涯健康プラット

フォーム推進事業」がデジタル田園都市国家構想推進交付金の採択を受け、９月１日

には令和４年度一般会計補正予算（第３号）の議決を頂いたところであります。 

その後、９月２日より、公募型プロポーザル実施に向けた実施要領等の調整を開始し、

１０月６日には、第１回生涯健康プラットフォーム推進事業者選定委員会を開催いた

しました。 

次に、２の事業概要につきましては、資料２ページをご覧ください。こちらは、各

アプリケーションの入り口となる e－ダイアリーの概念図であり、下段になりますが、

行政・医療・ライフトレーナー・えべつ市場など、６つのコンテンツから構成される

ことを示しております。 

次に、３ページをご覧ください。こちらは、各コンテンツの概要について説明して

おります。 

 ①行政のページでは、健康に関する情報（ニュースレター）や各種イベント情報の

発信を、②の医療のページでは、お薬手帳などの電子化を、③私のページでは、通常

使用するスマホの基本アプリとの連携を想定しております。また、④のライフトレー

ナーでは、心拍や歩数などの基本バイタルデータを見える化することにより食生活な

どのサポートを、⑤えべつ市場では、江別市特産の食材・食品やヘルシーDo 商品の購

入などを想定しております。 

事業の概要については以上となりますが、現時点では、不確定な部分が多く、わか

りづらい部分も多くあるのではないかと思っております。今後、事業者が決定し、も

う少し具体的な機能や、画面イメージ等もご提示できるようになった際には、当委員

会においても、随時ご報告させていただきたいと考えておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

１ページにお戻りください。 

３の事業者公募の概要でありますが、本業務は様々なサービスアプリケーションを

支えるプラットフォームの実装と、その安全な運用を支えるデータ連携基盤の活用の

もと、包括的な健康管理や促進サービスを構築・実装することで、「生涯健康プラッ

トフォーム」を通じて市民の健康増進につなげていくものでして、本プロポーザルに

おいて、当事業の着実な整備及び実装を行う事業者を公募し選定するものであります。 

 最後に、４ 今後のスケジュールでありますが、１０月１８日からプロポーザル参

加者の公募を開始しており、１１月１８日を提案書の提出期限としています。１１月

下旬には、第２回生涯健康プラットフォーム推進事業者選定委員会を開催し、事業者

選定を経て、契約の締結を行う予定としております。 

 資料４の説明は、以上になります。 



 

 - 14 - 

●明神委員長 

 ありがとうございます。只今の説明について、何かご意見・ご質問などございます

でしょうか。 

 

●佐藤（誠）委員 

２ページ目の表に医療データマネジメントと書いてあるのですが、例えば、あなた

はどこの病院に行ったらいいなど、病院のあっせんをしてくれるようなシステムなの

でしょうか。 

 

●事務局 

医療マネジメントは、ｅダイアリーというアプリ内に医療のページというものが作

成される予定となっています。 

現状では、お薬手帳の電子化、健診情報の電子化、あとは母子手帳の電子化などを

想定しており、ご質問のどこの病院に行かれたほうがいいですとか、そういうところ

までは現状では想定はしておりません。 

 

●明神委員長 

私のページによく使用するスマホの基本アプリとの連携と記載がありますけど、今

おっしゃった病気の診断というか、こういう病気じゃないかとか、近くの病院の紹介

とか、別のアプリもございますので、そういったものと連携をするということも考え

られるので、今後検討していただくということでお願いしたいと思います。 

ほかに何かございますでしょうか。 

 

●佐藤（和）委員 

このｅダイアリーというのは、江別市の独自のプラットフォームということでしょ

うか。 

 

●事務局 

 生涯健康プラットフォームの入り口となるｅダイアリーは江別市独自のものにな

ります。 

 

●佐藤（和）委員 

その場合、例えば転出された場合などについて、母子健康手帳などの内容の引継ぎ

というあたりはスムーズにいくのでしょうか。転出先はまだこういったものがなく、

紙の手帳だった場合、どのような形になるのでしょうか。 

 

●事務局 

このｅダイアリーは江別市独自のものではございますが、今後、こちらのシステム

を他市でも使えるよう横展開も考えております。また、転出された場合も、データ自

体は手入力で入れることも出来る想定でおりますので、データの自体は引き続き管理

していただけるようなものになっております。 

 

●佐藤（和）委員 

その辺りは、使いやすいような方法を考えていただければと思います。 
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●川口委員 

江別市独自の医療データということで、その中にお薬手帳や健診情報などが記録で

きるようですが、独自ということは、健康診断の情報なんかが出たらそれを自分で打

ちこんで記録するとかそういうイメージなのでしょうか。 

それであれば、僕なんかですと面倒くさくて使わないかなと思っているので、どん

なイメージなのか、もし決まってなければいいのですが、使いやすいものにしていた

だきたいと思っています。 

 

●事務局 

今の段階では、まず市立病院と連携し、健診情報の電子化を進めていきたいと考え

ております。 

そのため、そういった情報については、自分で全てデータを入れるというわけでは

なく、自動で表示されるような仕組みを考えております。 

 

●明神委員長 

ほかに何かございますでしょうか。 

 

《質疑なし》 

 

３．その他 

●明神委員長 

 よろしければ、次に移りたいと思います。 

「次第３．その他」について、各委員から何かございませんか。 

 

●佐藤（誠）委員 

説明の中で何回も出ていると思いますが、各課と連携しながらデジタル化を取り組

むということだと思います。例えば、自連協の事務局というのは御存じのとおり、市

民生活課で、自治会の全体の管理やホームページの管理などもしております。 

その中で、自治会ではＤＸまで行かずにＩＣＴ化から始めることになるかと思いま

すけれども、そういったことをやろうとするときに、当然窓口的に言うと市民生活課

が中心になり得ると思います。かといって、ＩＣＴ化などといった話になりますと、

市民生活課的に言うと自治体全体を考えて回答する必要がありますから、それは無理

ですとか、そういう話になる可能性があったときに、そういう個別の相談は、皆さん

のところにしたほうがいいものか、いかがでしょうか。 

 

●事務局 

ご質問の点について、市民生活課が自治会の担当課であり、我々は全庁的なデジタ

ルの推進という役割を担っておりますので、そこは密接に連携を図りながら取り組ん

で参ります。実は今回、全庁の課題抽出の中でも、担当課からは自治会回覧を効率的

にならないかといったような意見がありました。 

そこで、今回のこの推進方針でございますが、国からは、各自治体のＤＸ、デジタ

ルのビジョンを示すこと、さらにその取組について、今後５年程度の作業工程を示す

ことの２点が要請されており、この２点がマストで入ってくるような、イメージで考

えております。 

そうした中で、今回策定する推進方針には、そうした国の手順書の内容を参考に財

源等も勘案しながらすぐに取り組まなければならないもの、中長期的な課題とするも
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の、そういったところをまずは整理をさせていただくような内容で考えております。 

 

●佐藤（誠）委員 

ありがとうございます。それについてなんですけれども、せっかくなのでちょっと

お話しさせていただきます。恐らく、自治会というのが一番理解されず、システム的

にも一番大変な部分になってくると想定されます。私が住んでいる新栄台西という自

治体のお話しをさせていただきますと、７３０世帯の自治会で、江別の縮小版だと

思っていただければいいと思うのですが、たまたまそこの地区というのは、６５歳以

上の人口が１０％です。 

江別市全体だと２３～２５％だと思いますので、江別の中では非常に若い自治会に

なります。そこの自治会の中で、ＤＸと言ったらオーバーだとは思いますが、メタバー

スの話をしています。それを目指すために、今ウェブの中でどこまでできるか、ＩＣ

Ｔ化しようかというのを役員会の中で話をしていて、できる範囲では何があるのかと

いったときに３点だったんですね。 

１点は江別ペイみたいなものです。江別ペイみたいな地域通貨を発行するような形

をしていただければ、うちの自治会費っていうのは、会議ペイというものを使わせて

いただいて、銀行振り込みができる仕組みなのですが、７５％の方から回収が終わり

ました。残りの２５％はやっていないのですが、そのうちの、反対ではないですけど

やらないっていう方は１０％ぐらいなのです。その最大の原因が、怖い・不安という

ことからなので、例えば、江別ペイみたいな形でお金のことに関して江別で何か地域

通貨みたいのものがあれば、安全安心となり、それで９割近い方がオーケーになるの

で、ほぼ１００％近い状況になると思います。 

２つ目が、電話やファクス、回覧や災害のときの連絡手段ということで、チャット

機能があるＬＩＮＥワークスを、ＮＰＯ法人の認定で、１０００アカウントお借りし

ております。 

そのアカウントを全部の役員と区長にはフリーで与え、そしてそれは災害や回覧な

どで利用しております。 

次の段階として、自治会というのは結局顔と顔を合わせたりします。自治会館を

持っているところはいいのですが、私どもの自治体では７３０世帯あるのですが、自

治会館がないので、今までは福祉施設をお借りしていました。コロナ禍では、それが

出来ませんので、プライベートオフィス的な発想ということで、グループウェアを

使っております。それがサイボーズのガルーンというのを、これも同じくサイボーズ

からＮＰＯ法人、非営利団体の自治会に対し、９００アカウントを年間１万円でお貸

ししていただくというのを使っております。 

この３つ、お金とチャット機能とグループウェア、あともう１つ、キントーンとい

うのがあるのですが、それは今後９００アカウントといただけますので、各家庭にキ

ントーンを割り当てることができます。 

ということを三年計画で考えており、初年度である今年は会議ペイまでいっており

ます。そういう話を、江別がこういった方向でやっていただけるっていう点があれば、

安心ですからそっちに移りたいと考えおります。とったようなことを、今は答えられ

ないかもしれないですけど、自治会はもう動いていってますので、情報の経過など何

かそれに対してご相談に乗っていただくとすれば、それは皆さんのところにお話しし

てもいいものなのかというような、何か個別の話ではあるんですけど、よろしくお願

いしたいと思います。 
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●事務局 

会費の現金徴収以外のそういったオンラインという話などは、恐らく自治会活動の

中では先進的な取組をされていると思ってお聞きしておりました。 

今ご指摘いただいた部分が、全体方針にどれだけ反映できるかという点について、

今後検討させていただくことになりますが、全体方針は策定したらそれで終わりでは

ありませんし、それ以降、カスタマイズが必要だとも考えております。 

後段の、そういったご相談というのは、市民生活課はもちろんですけれども、我々

もお話を伺う中で参考にさせていただける部分があると思って伺っておりましたの

で、もし機会があれば、教えていただきたいと思っております。 

 

●明神委員長 

はい、ありがとうございます。非常に先進的な取組をご紹介いただきましてありが

とうございます。 

そのほか何かございますでしょうか。 

 

●鈴木委員 

２つあるのですが、１つは要望です。これまでいろいろご説明いただきましたが、

住民以外の視点で、企業に対するＤＸ支援はどうかと思っております。私は企業支援

の仕事もしているのですが、デジタルを使うというのが難しい企業もある中で、そこ

に対する支援は何があるのだろうと日々考えています。市としてできるのであれば、

ＤＸセミナーを主催したり、専門家を派遣するなど、国がやるのか道がやるのかもあ

りますが、補助金の活用支援をしたりですとか。場合によっては、そういったＤＸを

推進している企業同士の交流の場をつくってあげるなどの取組があるといいと思い

ます。 

もう 1点ですけども、先ほどのｅダイアリーに戻ってしまうのですが、４億円の事

業ということで、これを使って全市民にできることだったら活用していただきたいな

というふうに思う一方で、なかなか難しいなと思う点があります。商用スマホアプリ

は、日々飽きずに利用してもらうような施策を頑張ってやっていると思います。そう

いったものにどこまで近づけるかは課題であると思っていて、日々情報発信するなど、

余り押しつけがましくなってしまってもいけず、飽きないで利用できるような取組を

盛り込めるかということです。 

それと、先ほどの江別市から転出してしまったときの取扱いという話でもあったの

ですが、アプリのいいところは、通知が来たり見る機会がふえるところかと思います。

市民でなくなった後でも、情報提供をしてあげられると、市に対するロイヤルティー

が高まって、将来、また江別市に戻っていきたいなとかそういった考え方も、醸成で

きるのではないかなと思います。市民に対するアプリなのでしょうけども、江別市の

ファンをふやすような取組を進めていただきたいと思いました。 

 

●事務局 

まず 1点目の、企業に対するアプローチなんですけれども、今回整備する生涯健康

プラットフォームについてですが、企業の今のキーワードとして健康経営というのも

あると思います。そういった働き手の世代の皆さまに、この健康アプリを利用してい

ただいて、企業単位で集計したりですとか、それぞれ健康の状況を高め合って、社員

の中で健康管理していくというようなことも想定していますので、まずそういった健

康経営の部分が 1点ございます。 

それから今回資料として出していないのですが、テレワークの関係について国の補
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助金も利用し、江別市としても今年度中に実施するよう経済部から聞いています。 

続きまして、ｅダイアリーの情報発信等についてですが、鈴木委員おっしゃられる

とおり、1 番大事なのは飽きずにずっと使っていただけるような仕組みだと思ってお

りまして、そこは選定される事業者様とも詰めていきたいと考えております。行政の

情報発信ということで、健康に関するレシピの発信や情報発信とは違いますが健康に

対するレコメンドなど、ユーザーが楽しんで健康管理していけるような仕組みという

のも考えているところでございますので、そういったところもご意見を伺いながら進

めていきたいと考えております。 

 

●明神委員長 

 ほかに何かございますでしょうか。なければ、事務局より御報告をお願いします。 

 

●事務局 

 次回、第３回の開催予定は１２月を予定しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

●明神委員長 

 ありがとうございます。只今の説明について、何かご意見・ご質問などございます

でしょうか。 

 

４．閉会 

●明神委員長 

 本日予定の議事につきまして、すべて終了いたしました。 

以上をもちまして、令和４年度第２回江別市未来型政策検討委員会を閉会いたしま

す。 

本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


